
背 景

 医療材料のディスポ化が進み医療廃棄物・

感染性廃棄物の増加

 感染症の種類により感染性廃棄物として取り
扱うとされているものの感染症の有無に関わ
らず全て感染性廃棄物として処理

 感染性廃棄物の廃棄量の増大および高コスト
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目 的

 感染性廃棄物の分別の徹底を図り廃棄量及び
処理費用の削減を行う

Ｄｏｗｎ
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方 法（取り組み内容）

 分別内容の確認

一般廃棄物、産業廃棄物、感染性廃棄物の分別およ

びコストについて運搬業者の契約内容確認

 感染対策マニュアルの改訂

「感染性廃棄物」の項を法令・条例に基づき改定

新たに廃棄物分別表（詳細分類）を作成し全部署

に配布、周知徹底を実施
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 職員教育

・全職員を対象にＱ＆Ａ方式にて「医療廃棄物分別

について」をテーマとし５日間の研修会を実施

⇒質問に対し各部署を ラウンドし、部署の特性

に応じた指導を実施

看護師長会・副看護師長会による看護職員に

対する周知徹底と指導の実施

 チェックとフィードバック

・ＩＣＴ環境ラウンド（１回／週）にてチェックを

行いタイムリーにフィードバック

・看護部長による抜き打ちラウンドにて直接指導の

実施

・部署に応じた表記方法の工夫4



結 果①
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削減率
43.9%
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結 果②
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平成26年度：平均785.008円で推移

平成27年度：平均439.766円で推移
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結 果③
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・ラウンドを中心に個別に対応
・各部署による視覚的表示の工夫

研修会
実施
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部署における分別表示/廃棄物分別表（改訂版）

分別表示 分別表
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考 察

 前年度比43.9％の削減は平成27年度の入院患

者の減少も影響したと考えられるが、ＩＣＴ
環境ラウンドおよび看護部長をはじめ各所属
長が主体となり部署における表示の工夫、直
接指導等が職員の行動変容に基づく意識改革
へ大きく関わったと考えられる
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結 論

 院内ラウンドによる分別チェックの継続を行う
とともに、新入職員に対する指導や医療廃棄物
処理におけるミニレクチャーを開催

 感染性廃棄物として廃棄する要件及び分別方法
の徹底を図る

 意識付けを目的とした廃棄物削減に向けたキャ
ンペーンの実施や広報等を行い、さらなる周知
徹底を目指す
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